













として非常に重要な位援を占める (i)O 初等文法終了後、 Eソクラテスの弁明』が講読演
習のための最初の教材として、最もポピュラーなものの一つに数えられるのもそのためで






ることが予想される (8)O すなわち前者は、そこに表現されたプラトンの「言葉j よりも
記された内容に興味を持ち、後者は、そこに現れた表現そのものの美しさに関心を向ける















































まず①初期に分類されるのは、 『弁明] ~クリトン~ ~ラケス~ ~リュシス] [カノレミ
デス] ~エウテュフロン] ~ヒッピアス(小、大) rプロタゴラス] rゴルギアス] rイ
オン] rトラシュマコス] (rr国家』第 i巻) rメノン』である O このうち最後の『メノ
ン』篤は想起説を述べた著作として著-名であり、中期著作のさきがけとも言いうる作品で
ある O
次に②中期に含まれるのは、 『ファイドン] ~饗宴] r国家』、そして本稿で扱う『フ
ァイドロス』が主たるものである O この他『エウテュデモス] ~クラテュロス] rメネク
セノス』もこの時期とされる O
そして③後期の著作としては、 『ノミルメニデス，s rr テアイテトス~ rティマイオス』











































1)229c5:touto to rnythologema peithei alethes einai: rボレアスがオレイテュイアを
さらって行ったという言い伝えj について、ファイドロスがソクラテスに「事実だと信ず
るかj とたずねるくだりである O ソクラテスはそれに答えて、合理的に筋道立ててその
mythosを説明する仕方を自分は好まない、そういったことについては一般に認められてい
ることをそのまま信ずζことιし、自分自身について考察を向けたい、と語る O ソクラテ
スがいわゆる「神話j に対して「信ずる j 態度を表明した箇所であるO
2)237a9:‘xyn泊oilabesthe' t oumyt hoむソクラテスが「第一の賛歌j を始める
に際してムーサの加護を祈るくだりで、その「賛歌j がmythosの名で呼ばれている O
241el:kai houtou de ho mythos hoti paschein prosekei autoi. ...でも同様に、ソク
ラテスが「第一の賛歌j を中断するに際して、その「賛歌jがmythosの名で呼ばれている O
さらに 243a4:esti.... tois hamartanousi peri mythologian katharmosでソクラテス
は「物語りをするに際して過ちを犯した人々のためには、古くから伝わる浄めの法があ
るJとし、ヘレネをめぐる詩を歌い直したシモニデスのことを引き合いに出して「自分は
罰を受ける前にくパリノディア〉を行う j と宣言する(243b4-5)0 ソクラテスがシモニデ
スに自らをなぞらえていることから、彼自身の行い(第一の歌ばかりでなく、その訂正と
してのパリノディア)も「物語り j であることが明白となるO 同様に 253c7:Kathaperen 
arch6i toude tou mythou .. では、ソクラテスがノミリノディアで歌いつつある物語を





3)276e3:Pankalen legeis ...院idian，...， tou en logoi s dynamenou paizein， 




































































































ぶことにする O プラトンにおいてこの問題は此処彼処で論じられ、特にこの Eファイドロ
ス』篤では中心的なテーマのーっとなっている (26〕O まず 1)ュシアスに関しではこの作品
の冒頭から「書いたJ(227 c5; gegraphe); r書くことにかけては今生きている人々のうち
で最も優れた男J(deinotatos on tdn nyn graphein;228al-2) などのように「響く j術






































説として、 1-想起説jが挙げられる (27)O これは通常「イデア論j との関連において語ら
れ、 「イデアを忘却している魂が忘れていたイデアを思い出す過程が「想起j である(2 
8 )と考えられる。そして「われわれは、想起説が直接諮られていない他の対話篤において






































本稿で注百したいのは特に、晩年の未完の大作『法律』である O この作品は、 『国家』
第に比して注目されることが少ないと言えようが、第十巻に見られる「神学Jとも呼ぶべ
き f無神論の論駁j をはじめは 2)、数々の興味深い部分を含んでいるO 特に『国家』篤に
















































れるように思われる O その一方で言表論については、 tファイドロス』に見られる「書

































































次のように語っている o I ~ティマイオス』第ではプラトンにより、神の子について次の
ように宇宙論的に語られているO く(神は子を)万物(topan)のうちに、 χの字に印し
た〉とJ( I Ato L 60. 1) (4 7) 0 このような解釈を交えた引用の仕方は、エイレナイオス(A.
D. 140-202頃-Demonstγat io 1. 34. ; Adveγsus haeγeses 5. 18.3) (48)やニュッサのグレ






























て顕在化・意識化されるj という説明が可能であろう O その真理基準であるイデアは記憶
の深層に求められることになるが、彼自身は E教師論』などで、このイデアの源泉を真理










いるようなかたちで弟子たちと交わした議論に倣い、 『霊魂と復活について]( De anima 













とは、モーセが「真なる立法者j の予型とされ(hoalethinos nomothetes， hou typos en 
ho話oyses;De vita Moysisll216，5;108，21GNO)、その「立法者j の語がプラトンの政治








































































































































(2)わが国でも早くから『弁明2の注釈っき刊本が出版されている o ~原典プラトン ソ
クラテスの弁明] (田中美知太郎校在、岩波書j吉、 1952年) 0 
(3)たとえば Theaetetus (J.話cDowe1 L 1973)， Phaedo (D. Ga 1 op， 1975)， Phi L ebus 
? ???
(J.C.B.Gosling，1975)， Goγgias (1. Terence， 1979)， Pγotagoras (C. C.礼Taylor.1991) 
の各作品が‘ClarendonPlato Serieiとして出販され、このシリーズは継続中であるO
(4)C.J.Rowe(ed.)， PLato:PhaEdo.Cambridge 1993; K.Dover(ed.)，PLato: 
Symposiwn，Cambridge 1980. 
(5)P.Murray(ed.)， Plato on Poetγ3んCambridge1996. 
(6) f{owe， ibid.， 'in tro. ' i L 
(7)この点に関しては館構'Parola，Mito e Poesia di Orazio e Virgilio' (rr教養学
科紀要2第27号57-75頁に所収、東京大学教養学科編、 1995年)，59を参照。
(8)プラトンの著作活動とアカデメイアにおける教育活動の関係については、震)1洋-
Eプラトンの学園 アカデメイア] (岩波書底、 1980年)0 
(9)アレクサンドリアのクレメンスの場合などo r中世思想原典集成 1 初期ギリシア教
父] (上智大学中世思想、研究所監修・編訳、小高毅総序，平凡社、 1995年)所収の拙訳/
解説を参照。
(10)ローマ時代 (A.D. 1世紀〉の学者トラシュロスの手による O
(11)以下プラトンの原典テキストとしては、 J.Burnεtによるオクスフォード版(全5巻)
を用いることにする。 rファイドロス』の邦訳としては藤沢令夫訳/解説『パイドロス』
(岩波文庫、 1967年〉を参照させていただいた O 注釈書としてはW.H.Th 
ompson(ed.，cor臨.)，ThePhaedrus of Plato，London 1868および藤沢令夫『プラトン『パ
イドロス』註解~ (岩波書j吾、 1984年)を用いた。
(12) r法律』の注釈書としてはE.B. England(ed. 1 intr.， not)， The Laws of PLato，2 vols. 
，Manches tet 1921を、また邦訳としては森/池田/加来訳(全 2巻、岩波文庫、 1993
年〉を参照したo rティマイオス』の注釈書としてはA.E.Taylor， A Commentaγy on 
PLato' 5 TIMAEUS，Oxford 1928を、邦訳としては種山恭子訳(rプラトン全集』第12巻所
収、岩波書広、 1975年)を用いた。
(13)D.A.Russell，An AnthoLogy of Gγeek Pγose，Oxford 1991:59. 
(14)プラトンの著作年代等に関しては、加藤信朗 fギリシア哲学史] (東京大学出版会、
1966年〉、藤沢令夫『プラトジの哲学] (岩波新書， 1998年)、 R.S.ブラック fプラトン
入門] (内山勝利訳、岩波文庫、 1992年)などを参照して勘案した。
(15) 内容要約に!察しては、前掲注(11) の藤沢著書 3~4 頁を参考にした。
(16)P.Frutiger， Les mythes de PLaton， Paris 1930の他、 K.Reinhardt，PLatonsMythen， 
Bonn 1927など。
(17) Frむtiger. ibid.，29 ff. 
(18)虞)I [洋一 rイソクラテスの修辞学校一西洋的教養の源泉-s (岩波書応、 1984年)、
168頁。
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ン] r国家』の各末尾にあるミュートスを指す。前掲注(14)の藤沢著書150頁。
(20)プラトンの著作の諾嚢索引としてはしBrandwood，AWord Index of PLato，Leads 1976 
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(43)オリュンポスのメトディオスに関してはV.Buchhe i t， 'Ho回erbei説ethodiosvon 
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